
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

館山駅周辺地区

平成２５年３月

千葉県館山市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定 ●

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

49 18 H２３年９月

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

修学旅行学校数 校/年 23

道路整備の推進や情報板設置による利便性
の向上、また館山自動車道全線開通のによ
る影響も大きく数値は増加傾向であったが、
平成２３年の観光入込客数（全体）が東日本
大震災の影響により減少したため、確定値
は微増の結果となった。

指標３に同じ

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

総合所見

1,090,000
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H２４年７月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

5,175 ×5,095 △

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

※フォローアップの必要のある指標について記入

その他の
数値指標１

観光入込客数
(自動車)

人/年 871,000

計測時期
1年以内の
達成見込み

事後評価

見込み・確定の別

人/年 3,175

1,281,000

H　　年　月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

富士踏切拡幅事業により、海岸線と直交す
る方向の車による移動が容易になったため、
同踏切の交通量の目標値を達成した。ただ
し、増加の主要因は当路線に立地する大型
商業施設へのアクセスが増えたことと推測さ
れる。

1,239 H２３年９月
東日本大震災によ
る影響が大きい。

情報板設置によるPR効果や修学箇所の環
境改善、また、修学旅行スタイルの多様化の
影響もあり、体験型観光を目的とした修学旅
行客数（学校数）が増える傾向にあったが、
東日本大震災による影響を受け、数値は大
きく減少した。

□　改善策はそのまま
■　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２

指標３ 公園利用者数

指標５

指標４

交通量

総合所見

駅周辺の利便性と魅力の向上を図り、電車
利用客等の増加を見込んだが、目標値に届
かなかった。館山自動車道全線開通以降の
駅発着高速バス増便やJR特急運行数減少
がこの指標を主に左右する要因といえる。ま
た、平成２３年の観光入込客数（全体）が東
日本大震災の影響により減少した。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

△

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

13,440 H２３年１２月

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

433,000

計測時期

H２４年７月

1年以内の
達成見込み

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
観光入込客数
（ＪＲ・貸切バス等）

人/年 392,000

○

489,000

見込み・確定
の別

731,000 △

12,67712,310台/日 11,702

目標値



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

自動車を利用する観光客の館山湾岸地区への誘導

街並み景観にマッチした民需・賑わいの創出

市民と観光客の交流や体験観光の拠点整備

海浜部以外の道路整備

民間需要の拡大

沖ノ島公園バイオトイレの管理

電車・貸切バス等を利用する観光客数の増加

体験型観光を目的とする来訪者の増加
更なる観光資源の発掘

市民や観光客の安全な歩行環境の確保

千葉県主体のビーチ利用促進モデル事業により、海浜部に駐
車場等が整備された。

実施した具体的な内容

景観発展のため、館山市街並み景観形成指導要綱に基づき、
市民・事業者等への指導を行った。

多目的観光桟橋基部に新たな交流拠点“渚の駅”たてやまが
整備され、平成２４年３月にオープンした。

海辺を活用したイベントである、海まちフェスタ、トライアスロン
大会等のイベントが開催された。

海岸道路の飛砂の撤去、また、飛砂防止対策としてのフェン
ス・ネットの設置を行った。

・成果を持続させるために
行う方策 市民・事業者等の協力により、景観の維持・発展

につながった。

新たな観光スポットとして、また人々の交流拠点と
して、観光客の増加が期待できる。

各種イベントの開催により、海辺の賑わいが創出
された。

今後の課題　その他特記事項

南欧風の街並み景観の維持増進のため、館山駅西口地区において、地
区計画制度について検討を行う。

実施した結果

海岸利用者の利便性が向上した。

商業施設の整備により、更なるサービスの充実を図る。

飛砂撤去により、歩行環境の確保を図った。ま
た、フェンスの設置により、ネットの設置撤去が容
易となった。

飛砂対策について、抜本的な対策が必要とされる。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

ー

ー

適切な使用を促すため、バイオトイレの正しい使用方法につい
て掲示した。

JRの「リゾートあわトレイン」によるイベントが開催されている。

学校訪問によるプレゼンテーションや、NPOとの連携により体
験型観光の推進を図った。

具体的内容

使用方法について、周知を図ることでトイレの環境
改善が図られた。

南房総の観光PRとなり、電車利用の観光客の増
加が期待される。

教育旅行の場として来訪者の増加が期待できる。

ー

ー

実施時期

観光施設との情報ネットワークの充実

駅自由通路に設置した電光表示板の改善
情報案内板の評価

“渚の駅”たてやま内に情報発信スペースを設けた。

平成２５年度までの事業計画に基づき、引き続き情報看板の
設置を行った。

利用客の利便性が向上した。

事業完了後、学識経験者の意見を聴取するなどし、評価を検討予定。
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 63 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年
平成１６年度 平成２２年度

台／日
平成１７年度 平成２2年度

人／年
平成１7年度 平成２２年度

22

従前値 目標値

必要性と緊急性
　房総半島の南端に位置し，南総里見八犬伝の舞台となった館山市は，古くから首都圏を代表する保養地として発展するとともに，その中でも，本計画の対象となる館山湾に面した館山駅を中心とした市街地は，その地理的・歴史的背景から安房地方の
政治，経済，文化，交通の中心地として機能してきた。しかしながら，モータリゼーションの進展に伴う大型商業施設の郊外立地や鉄道利用者の減少等により，館山市発展の一翼をになってきた中心市街地の活力が失われつつある。
　こうした状況のもと，公共交通の核となる館山駅の駅舎を橋上化するとともに，駅西口での土地区画整理事業の実施に併せ，指導要綱による統一感のある街なみ景観の形成を図ってきた。また，区画整理事業区域に隣接する北条海岸において，ビー
チ利用促進モデル事業が実施されるとともに，この背後地で都市計画道路としてシンボルロード整備事業を実施している。さらに，平成１２年に国土交通省より特定地域振興重要港湾に指定された館山港において，海上交通拠点としての多目的観光桟
橋の事業化が進みつつある．
　昨今，観光立市を宣言した本市にとって観光交流の促進は地域経済活性化の切り札としても必要不可欠であるとともに，南房総地域の悲願であった東関東自動車道館山線から一般国道１２７号富津館山道路の富浦ＩＣまでの全線開通のインパクトを館
山湾に面した中心市街地に適切に波及させ，秩序ある都市の再生を早急に図る必要が生じている。

 ・安房地方の中心地である館山駅周辺地区の観光交流による再生
目標１：　高規格道路の開通に伴う首都圏方面からのアクセスの向上，地区内の交通安全対策と生活環境の改善
目標２：　市民と観光客の交流を促進する基盤整備による民需・賑わいの創出

都道府県名 千葉県 館山市 館山駅周辺地区

計画期間 交付期間

12,310

観光入込客数
館山市の観光入込み客数のうち，駅周辺地区への入込客
数

現在，観光入込み客数のうち３割が駅周辺地区への客数である
が，当該地区への入込み客数を４割程度と見込む。

392,000

・自動車を利用する観光客の館山湾岸地区への誘導：特に，富浦ＩＣに接続する国道１２７号バイパスから館山湾岸地区へのアクセス道として期待される市道１１１２号線等の富士踏切の幅員が狭い。
・市民や観光客の安全な歩行環境：対象地区の道路の幾つかは，交通量の割には歩道が未整備なところがあるとともに，バリアフリー化がされていないところもある。
・公共交通ターミナル機能：特に，年間１５０万人もの観光客の３割程度は鉄道や高速バスを利用しているが，そのターミナルとしての館山駅近辺での観光情報提供システムが充分ではない。
・街並み景観にマッチした民需・賑わいの創出：一定の効果を挙げてきた駅西口の街並み景観を維持・発展させるとともに，当該景観にマッチした公園の配置や収益施設（ホテル，商業施設）の立地誘導を図る必要がある。
・市民と観光客の交流や体験観光の拠点整備：駅西口の街区公園，観光ＰＲの拠点広場や体験型観光を推進する公園の環境が悪く施設が未整備である。

首都圏を千葉県最南で支える交通拠点の確立を図り，交流・交易のまちづくりを進めるとともに賑わいと憩いと癒しの観光地づくりを目指す。
・館山市総合計画では，館山駅周辺地域については，快適な歩行者空間の創設に努め，来訪者も周遊する商業と業務の機能が複合した空間として再構築すべき地区と位置付けられている。
　また，館山湾を含めた海浜部では，賑わい空間を創設し，館山駅や背後地の市街地と連続させて来訪者を温かく迎えるまちづくりに取り組む区域として位置付けられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

公園利用者数 沖ノ島公園のトイレを整備することによる公園利用者の増加
体験型観光の拠点でのトイレ整備により，修学旅行生など来訪者
の利便性を確保し利用者の増加を図る。 3,175

731,000

交通量 海浜部へのアクセス道路である市道１１１２号線の交通量
アクセス道路の機能向上により，当該地区への車での来訪者の増
加と地区内の交通安全を目指す。 11,702

5,175



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１：高規格道路の開通に伴う首都圏方面からのアクセスの向上，地区内の交通安全対策と生活環境の改善
・自動車を利用する観光客の館山湾岸地区への誘導を図るため，広域幹線道路から当該地区へのアクセス道路として期待される市道１１１２号線等にお
いて，幅員が非常に狭い踏み切りの拡幅・歩道の整備を行い，当該地区への通過交通の円滑な誘導を図るとともに，地域住民の交通安全性を確保す
る。
・市民や，観光客の安全・快適な歩行環境を図るため，館山駅近辺において，バリアフリー化した歩道の整備を行うとともに，浸水箇所の解消，排水路の
暗渠化による通行幅員を確保し，市民・観光客の交通回遊性の向上を図る。

基幹事業
　市道１１１２号線富士踏切拡幅事業
　市道１０９５線改良事業（三軒町排水路）
　市道１０８９号線歩道整備事業
　市道３０１６号線改良事業(シンボルロード)
　市道３０１６号線汐入橋人道橋建設事業
　市道３０１６号線歩道整備事業

整備方針２：市民と観光客の交流を促進する基盤整備による民需・賑わいの創出
・公共交通のターミナル機能の充実を図るため，館山駅近辺で，ＩＴを活用した地場産品などを含む多様な観光情報システムを構築し，観光情報の速やかな提供を行い，
観光客の利便性を向上させ，地域商業施設，観光施設への誘導を図る．
・街並み景観にマッチした民需・賑わいを創出するため，観光客の再来を誘発する賑わい，憩いをかもしだし，南欧風の街並み景観にマッチした公園等の空間づくりを行う
とともに，民間活力を活用した収益施設（ホテル・商業施設）の立地・誘導を図り，新たな観光需要を掘り起こしつつ，館山湾や海浜部の貴重な観光資源を活かして，市民
と観光客の交流を促進し，海辺の賑わいを図る。

基幹事業
　街区公園整備事業，情報板設置事業，電光情報板設置事業
　沖ノ島公園トイレ整備事業
提案事業費
　　沖ノ島公園トイレ整備事業（既設トイレ撤去）
関連事業
　館山海岸環境整備事業（ビーチ利用促進モデル整備事業）(千葉県）
　館山港改修（地方）事業（多目的観光桟橋整備事業）（千葉県）
　観光屋台村設置事業
　広場整備事業
　観光情報システム整備事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 市 直 Ｌ＝6ｍ 18 18 18 18 113 113 113 113

道路 市道１０８９号線歩道整備事業 市 直 Ｌ＝80ｍ 20 20 22 22 13 13 13 13

道路 市道１０９５号線道路改良事業 市 直 Ｌ＝299ｍ 18 22 18 22 146 136 136 136

道路 市 直 Ｌ＝1，270ｍ 13 22 18 22 856 754 754 754

道路 市 直 Ｌ＝39ｍ 22 22 22 22 89 89 89 89

道路 市 直 Ｌ＝95ｍ 22 22 22 22 26 26 26 26

公園 市 直 Ａ＝1，560㎡ 20 21 20 21 21 20 20 20

公園 沖ノ島公園トイレ設置事業 市 直 18 18 18 18 18 18 18 18

河川
下水道
駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 市 直 － 18 20 18 20 8 8 8 8

高質空間形成施設 市 直 Ｌ＝1，270ｍ 19 21 19 21 16 16 16 16

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業
土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
バリアフリー環境整備促進事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 1,307 1,194 1,193 1,193.6 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
市 直 Ａ＝11.2㎡ 18 18 18 18 1 1 1 1

0
－ 0
－ 0
－ 0
－ 0

合計 1 1 1 1 …B
合計(A+B) 1,194.1

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
ビーチ利用促進モデル事業 館山港海岸環境整備事業 県 国土交通省 Ｌ＝800ｍ ○ 5 29 2,400
館山港改修（地方）事業 多目的桟橋整備 県 国土交通省 Ｌ＝400ｍ ○ 14 21 1,466
観光屋台村設置事業 館山駅東口 組合 ２０区画 ○ 未定 未定 未定

市 A＝８８２㎡ ○ 未定 未定 未定
民 ３箇所 ○ 未定 未定 未定

合計 3,866

市道3016号線汐入橋人道橋建
設事業

市道３０１６号線歩道整備事業

－

全体事業費所管省庁名

－

事業箇所名

館山駅西口

－
－

規模事業主体 直／間事業箇所名

事業主体事業箇所名

市道３０１６号線改良事業（シン
ボルロード）（モニュメント）

（参考）事業期間

街区公園整備事業

市道３０１６号線改良事業（シン
ボルロード）

直／間

市道１１１２号線富士踏切拡幅事業

細項目

地域創造
支援事業

沖ノ島公園既設トイレ撤去事業

住宅市街地
総合整備
事業

事業

細項目

まちづくり活
動推進事業

事業
事業期間

館山駅西口体験観光交流センター

（いずれかに○）
事業主体

観光情報システム整備事業
広場整備事業

0

事業活用調
査

規模

－

－

事業

規模

－
－

沖ノ島公園

うち民負担分
交付期間内事業期間

交付期間内事業期間
うち民負担分

0

国費率 0.40

（参考）事業期間

交付対象事業費 1,194.1 交付限度額 477.6
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